
フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
コジマケンイチ

小島　謙一
＜平成２４年４月＞

工学博士
横浜創英大学　学長

(平成24年4月)

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）



別記様式第３号（その２の１） 

（看護学研究科看護学専攻)　

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

看護理論
実践看護学 ※
看護技術学特論Ⅰ※

1前
1前
1前

2.0
1.2
1.8

1
1
1

看護技術学実習 1後 2.0 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

② 専 教授

ﾅｶﾑﾗ ｹｲｺ
中村慶子

＜平成28年4月＞
博士

(医学)

チーム医療実践論　※
小児看護学特論Ⅰ
小児看護学特論Ⅱ
小児看護学実習
特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ

1後
1前
1後
1後
1後
2通

1.2
2.0
2.0
2.0
2.0
8.0

1
1
1
1
1
2

愛媛大学大学院
医学系研究科
看護学専攻
名誉教授

非常勤講師
(平26.4)

5日

看護マネジメント
看護管理学特論A
看護管理学特論B
看護管理学特論C
看護管理学特論D ※

1前
1前
1前
1前
1後

2.0
2.0
2.0
2.0
1.5

1
1
1
1
1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

実践看護学 ※
看護専門職論 ※

1前
2前

0.8
0.5

1
1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

5 専 教授
ﾎｼﾔﾏ ﾖｼﾊﾙ
星山佳治

＜平成28年4月＞

保健学
博士

看護研究の原理と方法　※
健康情報処理論

1前
1前

1.4
2.0

1
1 横浜創英大学

看護学部
教授

(平24.4)

5日

母性看護学特論Ⅰ
母性看護学特論Ⅱ

1前
1後

2.0
2.0

1
1

母性看護学実習 1後 2.0 1

看護専門職論 ※ 2前 0.5 1
特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

看護技術学特論Ⅱ 1後 2.0 1

看護研究の原理と方法　※ 1前 0.6 1

看護専門職論 ※ 2前 0.6 1

看護教育方法論 1後 2.0 1

看護技術学実習 1後 2.0 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

高齢者看護学特論Ⅰ
高齢者看護学特論Ⅱ
高齢者看護学実習

1前
1後
1後

2.0
2.0
2.0

1
1
1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

成人看護学特論Ⅰ
成人看護学特論Ⅱ ※

1前
1後

2.0
1.6

1
1

成人看護学実習 1後 2 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

　　　　　                                                         　　（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

【8月修正】

担 当
単 位
数

年間
開講
数

年齢

月額
基本
給

（千
円）

教 員 の 氏 名 等

専任等
区分

保有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平均日数

配 当
年 次

調
書
番
号

担当授業科目の名称職位
現　職

（就任年月）

博士
(看護
学)

⑤ 専 教授
ｲｼﾀﾞ ｻﾀﾞﾖ
石田貞代

＜平成28年4月＞

③ 専 教授

ﾀﾅｶ ｱｷｺ
田中彰子

＜平成28年4月＞

5日

ｸﾜﾀ ｹｲｺ
桑田惠子

＜平成28年4月＞
博士

(医学)

横浜創英大学
看護学部

教授
(平24.4)

修士
(教育
学)

横浜創英大学
看護学部

教授
(平26.10)

① 専
教授
(研究
科長)

5日

5日

⑧ 専 教授
ｵｵｷ ﾄﾓﾐ

大木　友美
＜平成28年4月＞

博士
(看護
学)

昭和大学
保健医療学部

准教授
（平19.4）

(1) 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾀｶｺ
小林貴子

＜平成28年4月＞

修士
(教育
学)※

大阪医科大学
看護学部

教授
看護学研究科

教授
（平26.4）

博士
(看護
学)

横浜市立大学
医学部看護学科

教授
医学研究科

教授
(平25.4)

⑥ 専

5日

静岡県立大学
看護学部 教授
看護学研究科

教授
(平25.4)

5日

特別養護老人
ホーム

久我山園
サービス部長

(平23.4)

5日

5日

博士
(医学)

教授
ﾎﾝｺﾞｳｱｻﾐ
本江朝美

＜平成28年4月＞

⑦ 専 教授
ｳｴﾑﾗ ﾐﾁﾙ

上村美智留
＜平成28年4月＞

1

mgosho
テキストボックス



（看護学研究科看護学専攻)　

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

⑨ 専 准教授

ﾓﾘﾀ ﾀｶｺ
森田孝子

＜平成28年4月＞

博士
(教育
学)

臨床看護教育学　※
臨床看護倫理学　※
看護管理学特論E
特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ

1後
1前
2前
1後
2通

1.5
1.4
2.0
2.0
8.0

1
1
1
1
1

横浜創英大学
看護学部

教授
(平24.4)

5日

地域･在宅看護学特論Ⅱ ※ 1後 0.2 1

地域・在宅看護学実習 1後 2.0 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

看護専門職論　※
チーム医療実践論　※
地域･在宅看護学特論Ⅰ

2前
1後
1前

0.4
0.2
2.0

1
1
1

地域･在宅看護学特論Ⅱ ※ 1後 0.2 1

地域・在宅看護学実習 1後 2.0 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

看護技術学特論Ⅰ ※ 1前 0.2 1

看護技術学実習 1後 2.0 1

成人看護学特論Ⅱ ※ 1後 0.4 1

成人看護学実習 1後 2.0 1

特別研究Ⅰ 1後 2.0 1

特別研究Ⅱ 2通 8.0 2

⑭ 兼任 講師
ｼｼﾞｷ ﾔｽｺ

志自岐　康子
＜平成28年4月＞

博士
(看護
学)

臨床看護倫理学 ※ １前 0.6 1
元 首都大学東京

教授
（平25.3まで）

⑮ 兼任 講師
ｻｶｷﾊﾞﾗ ﾃﾂﾔ
榊原 哲也

＜平成28年4月＞

博士
(文学)

臨床看護教育学 ※ 1後 0.5 1
東京大学大学院

人文社会系研究科
教授

（平22.4）

17 兼任 講師
ｶﾅｲ ﾊﾟｯｸ ﾏｻｺ
金井Pak雅子

＜平成28年4月＞

博士
(看護
学)

看護管理学特論D ※ 1後 0.5 1
東京有明医療大学

看護学部
教授

（平21.4）

18 兼任 講師
ﾐﾔｶﾞﾜ ﾃﾂｵ
宮川  哲夫

＜平成28年㋃＞

博士
(医学)

チーム医療実践論 ※ 1後 0.2 1
昭和大学大学院

保健医療学研究科
教授

（平19.4）

19 兼任 講師
ｶﾄﾞｸﾗ ﾐﾂﾀｶ
門倉　光隆

＜平成28年4月＞

博士
(医学)

チーム医療実践論 ※ 1後 0.2 1
昭和大学
医学部
教授

（平19.7）

20 兼任 講師
ﾏｽﾊﾗ ｹｲｿｳ
増原　慶壮

＜平成28年4月＞

博士
(薬学)

チーム医療実践論 ※ 1後 0.2 1
聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学

薬剤部
部長

(平13.4)

地域・在宅看護学特論Ⅱ　※ 1後 1.6

地域・在宅看護学実習 1後 2.0

特別研究Ⅰ 1後 2.0

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位
数

専任
補充

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合
    又は大学等の設置者の変更の認　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

⑩ 専 准教授 5日

横浜創英大学
看護学部
准教授

(平24.4)

⑪ 専 准教授

5日
ｲﾁｶﾜ ｼｹﾞｺ
市川茂子

＜平成28年4月＞

5日

保有
学位等

月額
基本
給

（千
円）

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る
週当たり平
均日数

教 員 の 氏 名 等

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢

【8月修正】

5日

ｴﾄｳ ｶｽﾞｺ
江藤和子

＜平成28年4月＞

博士
(学術)

横浜創英大学
看護学部
准教授

(平25.4)

修士
(看護
学)

⑬ 専 講師
ﾊｼﾓﾄ ﾏﾕﾐ

橋本真由美
＜平成28年4月＞

ｼﾊﾞﾀ ｹｲｺ
柴田　恵子

＜平成28年4月＞

博士
(学術)

淑徳大学
看護栄養学部

講師
(平24.4)

博士
(医学)

横浜創英大学
看護学部

講師
(平25.4)

(2) 専 講師

2

mgosho
テキストボックス



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 3人 2人 2人  人 7人

修 士 人 人 人 人 1人 1人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 1人 1人 人 1人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 5人 3人 2人 1人 11人

修 士 人 人 人 人 2人 1人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

助 教
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